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図- 5 地上雨量との比較地点(多摩川下流) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 6 地上雨量と衛星観測降水量の比較（多摩川下流） 

 

比較した時期は、関東地方にも複数の台風が来襲した

2004年（H16年）の7月～10月の4カ月間である。多摩川

下流の比較地点を図‐5に示した。 

図‐6に同時刻に観測されて降水量の相関を示した。

多摩川の下流の地点では、相関係数は約0.5程度であり、

相関は良いとはいえない。この傾向は、多摩川上流（観

測地点は青梅、多摩上）でも同様であった（図‐7）。 

洪水予測などに衛星データを利用する場合は、ピーク流

量などを正しく算出できない場合があり、利用にあたっ

ては何らかの補正が必要4)になることを示唆している。 

ところで、開発有望地を選定する目的では、年間を通

して利用可能な流量規模を知ることが重要である。そこ

で、図- 8に降水量の頻度分布(図‐5の多摩川下流)を比

較した結果を示した。衛星降水量は地上雨量を小さく見

積もるが、その分布形状は比較的相似となっている。最

小限の観測データや統計的な参考情報があれば補正がで

きるので、衛星降水量を利用した小水力エネルギーポテ

ンシャルの算出は可能であると考える。 

 

４． 小水力エネルギーポテンシャル評価 

 

衛星データを活用した小水力エネルギーポテンシャル

について、関東地域を対象に、2003年の衛星観測降水量 

図- 7 地上雨量と衛星観測降水量の比較(多摩川上流) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 8 雨量頻度の比較(多摩川下流) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 9 衛星地形データによる小流域区分と流域勾配 

 

を利用して、年間平均発電量(kwh)を推定した。 

 

(1)流域区分 

SRTM3(90mﾒｯｼｭ)を利用し、おおよそ流域面積が50km2

となるように河川抽出と流域区分を行った。その結果を

図- 9に示す。図中の白線は抽出された河川で、小流域

区分を黒線で示した。抽出された河川の最上流端と最下 
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